
今
後
の
展
望『
訪
問
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
』に
つ
い
て

　

理
学
療
法
士（
P
T
）
30
名
、作
業
療
法
士（
O
T
）

18
名
、言
語
聴
覚
士（
S
T
）7
名
、リ
ハ
助
手（
ケ
ア

ワ
ー
カ
ー
）2
名
が
在
籍
し
て
お
り
、患
者
様
の
リ
ハ

ビ
リ
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。特
に
、回
復
期
病
棟
に
は
そ

の
う
ち
6
名
が
専
従（
専
任
）ス
タ
ッ
フ
と
し
て
関
与

し
、早
期
か
ら
の
リ
ハ
ビ
リ
加
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、熊
本
県
よ
り
宇
城
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
広
域
支
援
セ
ン
タ
ー
の
指
定
を
受
け
、専
従

の
ス
タ
ッ
フ
が
宇
城
市
と
美
里
町
の
介
護
予
防
事

業
等
に
か
か
わ
り
、絶
え
間
な
い
リ
ハ
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　

当
院
で
リ
ハ
ビ
リ
を
行
っ
て
い
る
主
な
対
象
疾

患
は
、①
脳
卒
中
そ
の
他
脳
疾
患
・
脳
外
傷
、②
脊

髄
損
傷
そ
の
他
脊
髄
疾
患
、③
骨
折
お
よ
び
リ
ウ

マ
チ
を
含
む
骨
関
節
疾
患
、④
脳
性
麻
痺
を
含
む
小

児
疾
患
、⑤
神
経
・
筋
疾
患
、⑥
切
断
、⑦
呼
吸
・
循
環

器
疾
患
、⑧
そ
の
他（
終
末
期
リ
ハ
ビ
リ
）で
す
。

　

当
院
の
病
床
数
は
2
0
4
床
で
す
が
、回
復
期

病
棟（
56
床
）と
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟（
50
床
）を
中

心
に
、ほ
と
ん
ど
の
入
院
患
者
さ
ん
に
対
し
て
リ
ハ

ビ
リ
加
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
は
利
用
者
が
可
能
な
限
り
自
立

し
た
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
理

学
療
法
士
や
、作
業
療
法
士
、言
語
聴
覚
士
な
ど
が

利
用
者
の
自
宅
を
訪
問
し
、心
身
機
能
の
維
持
回

復
や
A
D
L
の
自
立
に
向
け
た
リ
ハ
ビ
リ
を
行
な

い
ま
す
。当
院
で
は
長
期
間
の
リ
ハ
ビ
リ
加
療
が
可

能
な
体
制
を
と
っ
て
お
り
、回
復
期
病
棟
に
は（
疾

患
に
も
よ
り
ま
す
が
）原
則
最
長
1
8
0
日
、ま
た

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
に
は
60
日
の
入
院
が
可
能
で

あ
り
ま
す
。し
た
が
っ
て
、そ
の
間
の
リ
ハ
ビ
リ
は

十
分
で
き
ま
す
が
、退
院
後
来
院
さ
れ
な
く
な
っ
た

患
者
さ
ん
の
フ
ォ
ロ
ー
は
全
く
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

A
D
L
が
確
立
さ
れ
ず
に
自
宅
退
院
と
な
っ
た
患

者
さ
ん
に
つ
い
て
は
予
後
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

当
院
は
D
P
C
採
用
の
急
性
期
病
院
で
も
あ
り

ま
す
が
、地
域
医
療
支
援
病
院
と
し
て
の
機
能
も

有
し
て
お
り
、地
域
医
療
の
一
環
と
し
て
訪
問
リ
ハ

ビ
リ
の
必
要
性
を
感
じ
ま
す
。訪
問
リ
ハ
ビ
リ
が
提

供
す
る
意
義
は
単
に
退
院
後
の
機
能
低
下
予
防
の

み
で
な
く
、回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
に
続
く
、在
宅
に
お

け
る
機
能
維
持
の
為
の「
生
活
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
」と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

当
院
で
現
在
行
な
っ
て
い
る
、退
院
前
・
後
の
自
宅

訪
問
の
延
長
と
し
て
も
、訪
問
リ
ハ
ビ
リ
の
実
施
に

つ
い
て
考
え
る
時
期
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
紹
介

対
象
疾
患

広報誌 だ  より宇城総合

リハビリ治療患者数の
推移（平成26年度）

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

入院

117

159

153

168

155

148

167

143

187

176

165

156

外来

22

16

21

22

21

23

24

22

19

22

18

20

計

139

175

174

190

176

171

191

165

206

198

183

176

2

自宅訪件数の推移
（平成26年度）

4月
5月
6月
7月
8月
9月
10月
11月
12月
1月
2月
3月
計

退院前
11
8
13
12
10
9
11
9
9
9
4
8
113

退院後
0
0
0
2
1
0
0
0
0
0
0
1
4

私が、ご説明いたします

1

リハビリテー
ション部

リハビリテーション部の現状と展望

専門は整形外科です

が、リハビリ部長職を

拝命しています。以前

に、リハビリ専門病院

として先駆けとなった

水俣の湯之児病院（現在は水俣総合医療センター

に統合）に長らく勤務しておりました。その当時の

経験を生かしながら、当院のリハビリ部門の発展

に寄与できたらと思っております。

赤城　哲哉

リハビリテーション部長

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は

特 集

　

略
し
て
言
語
療
法
と
も
呼
ば
れ
ま
す
が
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン（
話
す
こ
と
・
聴
い
て
理
解
す
る
こ

と
な
ど
）の
障
害
と
、摂
食
・
嚥
下
機
能（
食
べ
た
り

飲
ん
だ
り
す
る
こ
と
な
ど
）の
障
害
に
対
し
て
行

な
う
リ
ハ
ビ
リ
で
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
リ
ハ
ビ
リ
で
は
、発
声
・
発

音
練
習
や
、単
語
・
文
を
聞
い
て
理
解
す
る
、物
の
名
前

を
思
い
出
し
言
葉
に
す
る
練
習
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

嚥
下
の
リ
ハ
ビ
リ
で
は
口
の
中
を
清
潔
に
し
、咀

嚼
し
て
飲
み
込
む
た
め
の
運
動
を
行
な
い
ま
す
。

　

ま
た
よ
り
安
全
に
食
べ
ら
れ
る
よ
う
姿
勢
や

介
助
法
、食
べ
物
の
適
切
な
形
態
な
ど
の
指
導
も
行

な
っ
て
い
ま
す
。

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン（R

e
h

a
b

ilita
tio

n

）と

は
、Re

（
再
び
）ha

b
ilita

te

（
ふ
さ
わ
し
い
・
適
し

た
）atio

n

（「
状
態
」に
す
る
）が
１
つ
に
な
っ
た

言
葉
で
す
。本
来
は
社
会
的
権
利
・
資
格
・
名
誉
の

回
復
を
意
味
し
、社
会
復
帰
・
更
生
・
療
育
の
語
が

当
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

最
近
で
は
、身
体
に
障
害
を
受
け
た
方
が
再
び

社
会
生
活
に
復
帰
す
る
た
め
の
、総
合
的
な
治
療

的
訓
練
や
援
助
の
事
を
指
し
ま
す
。身
体
的
な
機

能
回
復
訓
練
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、精
神
的
・
職
業

的
な
復
帰
の
た
め
の
援
助
も
含
み
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン（
以
下
リ
ハ
ビ
リ
）と
総
称
さ
れ
る
こ
と
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。リ
ハ
ビ
リ
医
療
に
は
、理
学

療
法（
P
T
）・
作
業
療
法（
O
T
）・
言
語
聴
覚
療
法

（
S
T
）な
ど
の
治
療
法
に
よ
り
構
成
さ
れ
ま
す
。

　

理
学
療
法
で
は
、基
本
動
作（
寝
返
り
・
起
き
上

が
り
・
立
ち
上
が
り
・
歩
く
）能
力
の
回
復
を
目
的

に
、運
動
療
法
と
物
理
療
法
を
行
な
い
ま
す
。

　

運
動
療
法
の
種
類
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、関
節

可
動
域
訓
練
・
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
基
本
動
作
練

習
・
歩
行
訓
練
・
階
段
昇
降
訓
練
・
バ
ラ
ン
ス
練
習
・

マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。

　

物
理
療
法
と
は
物
理
的
手
段（
温
熱
、寒
冷
、光
線
、

水
治
、電
気
、力
学
）に
よ
っ
て
、痛
み
を
和
ら
げ
、関

節
の
動
き
を
良
く
す
る
治
療
法
で
す
。当
院
で
は
、

物
理
療
法
と
し
て
、ホ
ッ
ト
パ
ッ
ク
・
干
渉
波
・
低
周

波
・
牽
引（
頚
椎
・
腰
椎
）な
ど
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

作
業
療
法
で
は
生
活
能
力
の
獲
得
を
目
的
に
、

作
業
活
動
を
通
じ
て
障
害
の
回
復
を
促
す
練
習
を

行
い
ま
す
。

　

こ
の
練
習
に
は
、リ
ハ
ビ
リ
室
で
の
作
業
練
習
や
、

病
棟
で
の
歯
磨
き
、洗
顔
、着
替
え
、ト
イ
レ
動
作

な
ど
生
活
に
即
し
た
練
習
が
含
ま
れ
ま
す
。ま
た
、

自
宅
生
活
を
想
定
し
た
家
事
動
作
や
和
室
で
の
動

作
練
習
も
行
い
ま
す
。

　

患
者
様
が
安
全
で
よ
り
良
い
生
活
が
送
れ
る

よ
う
、日
常
生
活
上
必
要
な
自
助
具
の
提
案
も
行

な
っ
て
い
ま
す
。

施
設
基
準

●
理
学
療
法
と
は

PT:Physical Therapy

●
言
語
聴
覚
療
法
と
は

ST:Speech-Language-H
earing Therapy

●
作
業
療
法
と
は

O
T: O

ccupational Therapy

　

当
院
で
は
、施
設
基
準
と
し
て 

脳
血
管
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン（
Ⅰ
）、運
動
器
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン（
Ⅰ
）、呼
吸
器
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン（
Ⅰ
）の
承

認
を
受
け
て
い
ま
す
。

リハビリ医療

PTPhysical Therapy

OT STOccupational
Therapy

理学療法

作業療法
Speech-

Language-Hearing
Therapy

言語
聴覚療法


